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インフォメーションインフォメーション
■ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
応
を
踏
ま
え
た
令
和
２
年
度
卒
業

予
定
者
等
の
就
職
・
採
用
活
動
へ
の

配
慮
に
つ
い
て

　

文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省

　

文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
で
は
、

令
和
２
年
度
卒
業
予
定
者
等
の
採
用
を

検
討
し
て
い
る
事
業
主
に
対
し
て
、
広

報
活
動
及
び
今
後
の
採
用
選
考
活
動
を

行
う
に
あ
た
り
、
多
様
な
通
信
手
段
を

活
用
し
た
説
明
会
や
面
接
・
試
験
等
、

学
校
や
学
生
・
生
徒
等
の
個
別
の
事
情

に
配
慮
し
た
日
程
の
設
定
な
ど
に
よ
る

一
層
の
募
集
機
会
の
提
供
を
行
う
な
ど
、

最
大
限
柔
軟
な
対
応
を
行
う
よ
う
要
請

し
て
い
ま
す
。

※ 

詳
細
は
、
内
閣
官
房
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■ 

賃
金
引
上
げ
等
の
実
態
に
関
す
る
調

査
へ
の
協
力
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省

　

厚
生
労
働
省
で
は
、「
令
和
２
年
賃
金

引
上
げ
等
の
実
態
に
関
す
る
調
査
」
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
民
間
企
業

に
お
け
る
賃
金
・
賞
与
の
改
定
額
、
改

定
率
、
賃
金
・
賞
与
の
改
定
方
法
、
改

定
に
至
る
ま
で
の
経
緯
等
を
把
握
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一
定
の
方
法
に

よ
り
選
定
し
た
民
間
企
業
を
調
査
の
対

商
工
中
金
金
融
相
談
所
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

◆
前
橋
支
店

　

・
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◆
太
田
商
工
会
議
所

　

７
月
15
日

　

・
午
後
１
時
〜
午
後
２
時

編
集

後
記

◆
昨
年
６
月
、
大
阪
市
で
Ｇ
20
大
阪
サ

ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
、
交
通
規
制
等
に
よ

り
繁
華
街
や
道
路
が
閑
散
と
し
て
い
る
と

当
時
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
さ
か

感
染
症
に
よ
っ
て
大
阪
市
内
に
と
ど
ま
ら

ず
、
全
国
の
街
が
閑
散
と
す
る
事
態
を
誰

も
想
像
で
き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

◆
特
集
に
掲
載
し
ま
し
た
中
小
企
業
白

書
・
小
規
模
企
業
白
書
で
は
、「
経
営
者

の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
を
背
景
に
、
年

間
４
万
社
以
上
が
休
廃
業
・
解
散
し
、
生

産
性
が
高
い
企
業
も
例
外
で
は
な
い
」
と

あ
り
ま
し
た
。
後
継
者
問
題
、
人
手
不

足
等
に
特
効
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
弾
力

的
で
柔
軟
性
を
持
っ
て
変
化
を
楽
し
み
な

が
ら
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
す
こ
と
が

未
来
を
切
り
開
く
鍵
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
日
本
が
世
界
で
最
も
１
０
０
年
企
業

が
多
い
の
は
、
そ
う
し
た
能
力
を
備
え
て

い
る
証
明
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

◆
中
央
会
事
務
所
に
は
１
０
０
年
カ
レ
ン

ダ
ー
が
掲
示
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
カ
レ

ン
ダ
ー
、「
人
生
の
有
限
性
を
意
識
し
、

限
ら
れ
た
人
生
を
一
日
一
日
大
切
に
し
よ

う
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。
私

自
身
は
ボ
ー
っ
と
生
き
て
い
る
の
で
、
有

名
な
永
遠
の
５
歳
児
に
怒
ら
れ
て
し
ま
い

そ
う
で
す
が
…
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
や
社
会
的
問
題
等
、
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
は
尽
き
る
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
ば
か

り
を
気
に
し
て
い
た
ら
精
神
的
に
も
疲
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
充
分
な
睡
眠
を
と
り
、

ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
こ
と
が
よ
り
良
い

未
来
を
迎
え
る
一
番
の
方
法
だ
と
思
い
ま

す
。
寝
る
こ
と
が
一
番
の
幸
福
で
あ
る
私

は
そ
う
信
じ
て
や
み
ま
せ
ん
。

(

Ｙ
・
Ｍ)

象
に
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

本
調
査
の
結
果
は
最
低
賃
金
を
決
定
す

る
際
に
参
考
と
さ
れ
る
ほ
か
、
様
々
な

賃
金
分
析
等
に
お
い
て
広
く
活
用
さ
れ

て
お
り
、
非
常
に
重
要
な
役
割
を
持
っ

た
調
査
と
な
っ
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
っ

た
企
業
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
積
極
的

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

※ 

詳
細
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■ 
令
和
２
年
度
労
働
保
険
年
度
更
新
期

間
延
長
及
び
年
度
更
新
申
告
書
集
合

受
付
の
中
止
の
お
知
ら
せ

群
馬
労
働
局

　

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き
は
、
６

月
１
日（
月
）
〜
８
月
31
日（
月
）
ま
で
の

期
間
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
期
間

中
は
、
県
内
の
各
労
働
基
準
監
督
署
及

び
群
馬
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
に
て
、

郵
送
ま
た
は
電
子
申
請
で
も
受
け
付
け

て
お
り
、
窓
口
に
出
向
く
こ
と
な
く
申

告
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
７
月
８
日
〜
10
日

に
県
内
の
各
労
働
基
準
監
督
署
に
て
開

催
を
予
定
し
て
い
た
「
年
度
更
新
申
告
書

集
合
受
付
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、

中
止
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
政
府

が
労
働
保
険
料
・
一
般
拠
出
金
の
額
を

決
定
し
、
さ
ら
に
追
徴
金
を
課
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

※ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
群
馬
労
働
局
総

務
部
労
働
保
険
徴
収
室（
０
２
７

－
８
９
６

－

４
７
３
４
）
ま
た
は
、
最
寄

り
の
各
労
働
基
準
監
督
署
・
各
公
共

職
業
安
定
所
ま
で
。

■ 

第
72
回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
の

開
催
に
つ
い
て

群
馬
県
中
央
会

　
「
第
72
回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会

（
茨
城
大
会
）」
は
、
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
の
見
通
し
が

不
透
明
な
状
況
下
、
例
年
通
り
の
形
で

の
開
催
が
極
め
て
難
し
い
と
判
断
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
規
模
を
大
幅
に
縮
小
し
、

各
県
４
〜
５
名
程
度
の
参
加
で
の
開
催

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。


